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続
け
て
い
る
。

　

加
盟
者
の
う
ち
酒
類
業
界

関
係
は
、
長
崎
市
内
の
酒
屋

３
店
＝
光
冨
商
店
・
横
田
酒

店
・
富
士
見
町
大
場
酒
店

＝
、
日
本
酒
や
本
格
焼
酎
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
を
造

る
長
崎
県
内
の
蔵
元
12
社
＝

▽
白
嶽
酒
造
（
対
馬
市
）
▽

重
家
酒
造
（
壱
岐
市
）
▽
猿

川
伊
豆
酒
造
（
同
）
▽
天
の

川
酒
造
（
同
）
▽ISLAND 

BREW
ERY

（
同
）
▽
森
酒

造
場
（
平
戸
市
）
▽
福
田
酒

造
（
同
）
▽
潜
龍
酒
造
（
佐

世
保
市
）
▽
大
島
酒
造
（
西

海
市
）
▽
杵
の
川
（
諫
早
市
）

▽
山
崎
本
店
酒
造
場
（
島
原

市
）
▽
吉
田
屋
（
南
島
原
市
）

＝
。

　

吞
み
さ
る
く
は
「
長
崎
の

美
食
と
長
崎
県
産
酒
の
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
」
で
今
回
は
、
飲
食
店
11

店
・
蔵
元
11
蔵
が
参
加
。
飲

食
店
そ
れ
ぞ
れ
に
、
各
１
蔵

の
杜
氏
や
製
造
責
任
者
、
社

長
ら
が
待
機
。
飲
食
店
は

と
し
た
の
に
は
、
県
産
酒
消

費
を
イ
ベ
ン
ト
だ
け
の
一
過

性
で
終
わ
ら
せ
ず
年
間
を
通

じ
継
続
さ
せ
た
い
と
の
意
図

が
あ
る
。

　

蔵
元
と
の
対
話
も
吞
み
さ

る
く
の
醍
醐
味
で
、
県
産
酒

の
魅
力
体
感
を
特
別
な
も
の

に
し
た
。
参
加
店
は
名
店
ば

か
り
。
参
加
者
に
と
っ
て
は

気
軽
に
は
行
き
に
く
い
店

や
、
話
題
の
繁
盛
店
に
行
っ

て
み
る
格
好
の
機
会
。
飲
食

店
に
と
っ
て
は
新
規
の
お
客

さ
ん
を
増
や
す
契
機
。
蔵
元

に
と
っ
て
も
フ
ァ
ン
づ
く
り

や
一
層
の
販
促
に
つ
な
げ
る

な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

そ
う
し
て
飲
食
店
が
栄
え
れ

ば
、
納
め
の
業
者
の
経
営
は

も
と
よ
り
、
ま
ち
の
魅
力
の

増
幅
や
発
信
に
も
寄
与
す

　

盛
り
上
げ

隊
は
、
県
内

に
事
業
所

（
本
社
）
を

有
す
る
〝
納

０
０
円
～
２
５
０
０
円
）
を

提
供
し
た
。

　

参
加
す
る
に
は
、
吞
み
さ

る
く
缶
バ
ッ
ジ
（
前
売
５
０

０
円
・
当
日
８
０
０
円
）
が

必
要
。
缶
バ
ッ
ジ
は
入
店
証

か
せ
３
万
３
０
０
０
円
と
あ

る
。

　

杵
の
川
の
杜
氏
・
瀬
頭
り

つ
子
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の

お
酒
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
、

禍
で
酒
類
売
上
が
業
務
用
で

は
ゼ
ロ
、
全
体
で
60
％
減
ま

で
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

た
。
現
在
も
良
く
て
コ
ロ
ナ

前
の
80
～
90
％
。
今
後
も
大

き
な
期
待
は
持
て
な
い
。
声

を
上
げ
な
い
だ
け
で
、
コ
ロ

ナ
で
苦
し
い
納
め
の
業
者
は

当
法
人
会
員
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
賃
上
げ
と
い
う
が
我
々

に
は
上
げ
る
ベ
ー
ス
が
無

い
」
と
話
し
た
。
２
０
２
４

年
物
流
問
題
に
も
触
れ
「
運

賃
は
上
が
り
、地
元
の
食
材
、

お
酒
を
使
わ
な
い
と
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
に
な
る
。
地
元
の
も

の
を
使
い
消
費
す
る
こ
と
で

SDGs

、
地
産
地
消
に
つ
な

が
っ
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　

盛
り
上
げ
隊
副
代
表
理
事

で
大
村
湾
漁
業
協
同
組
合
組

タ
ッ
グ
を
組
む
蔵
元
の
県
産

銘
酒
１
杯
と
、
長
崎
県
の
食

材
を
使
っ
た
お
つ
ま
み
１
品

を
合
わ
せ
た
、
こ
の
企
画
の

た
め
だ
け
の
特
別
な
〝
長
崎

吞
み
さ
る
く
セ
ッ
ト
〟（
５

る
。
参
加
者
同
士
で
呑
み
友

に
な
れ
た
な
ど
で
も
好
評
。

国
内
外
の
旅
行
者
に
対
し
、

長
崎
が
酒
食
で
魅
力
的
な
土

地
で
あ
る
こ
と
を
強
烈
に
印

象
づ
け
る
仕
掛
け
と
も
な

る
。

　

１
店
当
た
り
の
滞
在
時
間

を
15
分
程
度
に
と
ど
め
る
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
者
が
参

加
者
に
呼
び
か
け
。
回
転
率

を
上
げ
、
新
た
な
出
会
い
機

会
を
増
や
し
た
。

　
「
鮨
た
か
尾
」（
長
崎
市
本

石
灰
町
）
は
杵
の
川
（
き
の

か
わ
）
と
タ
ッ
グ
。
純
米
杵

の
川
×
江
戸
前
鮨
握
り
２
貫

（
税
込
２
５
０
０
円
）
を
特

別
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
と
し
、

追
加
の
一
杯
呑
み「
黎
明（
れ

い
め
い
）
純
米
吟
醸
」「
杵

の
川 

に
ご
り
酒
」（
各
60
㎖

税
込
５
０
０
円
）
も
提
供
し

た
。

　

同
店
は
髙
尾
侑
大
さ
ん
が

江
戸
前
鮨
の
本
場
東
京
で
修

業
後
、
現
地
に
開
店
し
た
名

店
。
昼
の
お
ま
か
せ
税
込
１

万
６
５
０
０
円
、
夜
の
お
ま

別
な
も
の
に

な
っ
た
」
と

話
し
た
。

　

別
の
店
と

タ
ッ
グ
を
組

ん
だ
蔵
元
は

「
知
ら
な
い

人
に
知
っ
て

い
た
だ
く
、

そ
の
た
め
に

飲
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が

最
大
の
課
題

だ
が
、
こ
れ

が
難
し
い
。

こ
の
企
画
で

は
、
皆
さ
ん

呑
む
た
め
に

参
加
さ
れ
て

い
る
の
で
必

ず
試
し
て
い

た
だ
け
る
」

と
イ
ベ
ン
ト

の
意
義
を
指

摘
。「
公
共
交
通
の
便
が
い

い
都
市
部
で
は
格
好
の
企

画
」
と
も
付
言
し
た
。

　

長
崎
市
内
に
あ
る
会
社
社

員
の
グ
ル
ー
プ
の
女
性
は

「
市
内
界
わ
い
の
飲
食
店
で

飲
む
こ
と
は
少
な
く
、
行
き

つ
け
に
な
る
よ
う
な
飲
食
店

を
探
し
た
い
。
凄
く
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
る
。
今
日
は
８
軒

め
ぐ
る
の
が
目
標
」
と
声
を

弾
ま
せ
た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

相
当
な
危
機
感
か
ら
の
船

出
だ
っ
た
。

　

盛
り
上
げ
隊
設
立
後
の
会

見
で
大
場
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ

め
〟
の
業
者
で
組
織
。
飲
食

店
や
宿
泊
・
観
光
施
設
へ
酒
・

肉
・
魚
・
花
・
麺
な
ど
を
納

入
す
る
事
業
者
ら
に
よ
っ
て

２
０
２
２
年
５
月
に
設
立

さ
れ
た
。「
い
く
つ
か
の
業

界
を
横
断
す
る
形
で
の
組
織

は
、お
そ
ら
く
日
本
初
」（
盛

り
上
げ
隊
）。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
る
苦
境
を
、
納
め

業
者
の
連
携
強
化
で
打
開
し

よ
う
と
す
る
挑
戦
で
、
現
在

38
者
が
所
属
。
飲
食
観
光
業

盛
り
上
げ
の
た
め
の
活
動
を

で
、
飲
食
代
は
含
ま
れ
ず
、

各
店
で
は
別
に
長
崎
吞
み
さ

る
く
セ
ッ
ト
料
金
を
支
払
う

ス
タ
イ
ル
。

　

酒
販
店
を
経
営
す
る
、
盛

り
上
げ
隊
専
務
理
事
・
大
場

さ
ん
に
よ
る
と
６
２
８
人
が

缶
バ
ッ
ジ
を
購
入
〈
当
日
来

場
者
数
は
不
明
〉。
飲
食
店

で
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
販
売

は
２
４
０
８
セ
ッ
ト
に
上
っ

た
。
参
加
者
１
人
当
り
３
・

８
軒
を
め
ぐ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　
「
１
年
間
、
タ
ッ
グ
を
組

ん
だ
蔵
元
の
お
酒
を
１
商
品

以
上
お
す
す
め
で
定
番
メ

ニ
ュ
ー
に
し
て
い
た
だ
く
」

こ
と
を
飲
食
店
の
参
加
条
件

地
元
の
飲
食
店
の
名
店
で
楽

し
み
評
価
い
た
だ
け
る
こ
と

は
有
難
い
、
し
か
も
今
回
は

地
元
の
旬
の
食
材
を
生
か
し

た
鮨
と
い
う
こ
と
で
、
特

合
長
・
松
田
孝
成
さ
ん
は「
美

味
し
い
魚
は
福
岡
、
関
東
関

西
へ
送
ら
れ
て
し
ま
う
。
長

崎
に
は
美
味
し
い
雑
魚
が
た

く
さ
ん
あ
る
し
、
魚
食
普
及

は
地
域
振
興
に
な
る
」、
渡

部
代
表
理
事
は
「
他
県
か
ら

羨
ま
し
が
ら
れ
る
ほ
ど
の
長

崎
県
の
観
光
資
源
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
ば
、
納

め
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
も

な
る
。
納
め
の
業
者
は
利
が

薄
く
、
売
上
が
10
％
落
ち
る

と
損
益
分
岐
点
を
割
っ
て
く

る
。
３
年
で
随
分
足
腰
も
弱

く
な
り
、
少
し
で
も
押
さ
れ

れ
ば
倒
れ
て
し
ま
う
現
状
の

中
、
飲
食
店
と
一
緒
に
頑

張
っ
て
何
と
か
這
い
上
が
り

た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

主
催
は
同
ス
タ
ジ
ア
ム
運

営
管
理
の
㈱
ウ
イ
ン
ド
シ
ッ

プ
北
九
州
。
倉
松
酒
販
は
企

画
協
力
で
実
質
、
開
催
の
全

般
を
担
っ
た
。

　

昨
年
５
月
12
日
開
催
の
前

回
は
、
全
国
の
蔵
元
（
日
本

酒
・
本
格
焼
酎
・
ワ
イ
ン
等
）

20
社
が
出
展
、
約
１
０
０
種

の
酒
を
出
品
し
、
約
５
０
０

人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
本

格
焼
酎
に
関
し
て
同
社
は
今

年
３
月
２
日
、
同
地
の
別
会

飲
め
る
と
は
」な
ど
の
感
想
。

地
元
小
倉
界
わ
い
か
ら
参
加

の
女
性
は
「
毎
回
来
て
い
る

が
、
会
を
重
ね
る
た
び
に
愉

し
さ
が
増
し
て
い
る
。
全

く
知
ら
な
い
蔵
も
あ
る
し
、

知
っ
て
い
て
も
初
め
て
知
る

商
品
が
あ
る
。驚
く
ば
か
り
」

と
い
っ
た
反
応
も
あ
っ
た
。

た
く
さ
ん
あ
っ
て
も
、
す
べ

て
異
な
る
お
酒
た
ち
。
新
た

な
出
会
い
・
発
見
が
刺
激
的

な
の
だ
。

　

参
加
蔵
元
か
ら
は
「
業
界

内
で
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、

一
般
消
費
者
に
は
ほ
と
ん
ど

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
約
１

４
０
種
が
出
品
さ
れ
た
。

　

参
加
蔵
＝
①
甲
子
②
菊
の

司
③
奥
の
松
④
北
雪
⑤
廣
喜

⑥
大
納
川
天
花
⑦
寒
北
斗
⑧

フ
ク
オ
カ
ク
ラ
フ
ト
⑨
ア
ル

プ
ス
ワ
イ
ン
⑩
丹
波
ワ
イ
ン

⑪
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
⑫
朝

倉
⑬
小
正
醸
造
⑭
本
坊
酒
造

⑮
江
井
ヶ
島
酒
造
⑯
馬
追
蒸

留
所
⑰
若
竹
屋
⑱
五
橋
⑲
誠

鏡
⑳
神
蔵
㉑
御
湖
鶴
㉒
松
嶺

の
富
士
㉓
月
山
㉔
白
糸
酒
造

倉
市
比
良
松
１
８
５
、
篠
崎

倫
明
社
長
）
の
「
新
道
蒸
溜

所
」（
朝
倉
市
比
良
松
６
２

６
―
１
）
は
、
福
岡
県
初

の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ク
ラ
フ

ト
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
溜
所
と

し
て
２
０
２
１
年
８
月
稼

働
。
今
年
６
月
14
日
、
シ
ン

グ
ル
モ
ル
ト
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
『SHINDO 

EXPERIMENTAL 

01
』
＝

７
０
０
㎖
専
用
カ
ー
ト
ン

入
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
50
％
、

小
売
価
格
１
万
３
０
０
０
円

（
税
別
）
＝
が
発
売
さ
れ
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
名
に
あ
る

ま
れ
た
酒
で
も
あ
る
」。
室

町
時
代
の
製
法
で
再
現
し
た

酒
で
、
ま
さ
に
温
故
知
新
。

新
た
な
発
見
を
も
た
ら
し

た
。

　
「
凄
い
ね
。
こ
こ
は
天
国

や
ね
」。
参
加
者
か
ら
そ
ん

な
声
ま
で
聞
か
れ
た
、
愉
し

さ
〝
百
花
繚
乱
〟。
酒
と
人

の
出
会
い
は
無
限
で
、
個
々

人
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
酒

も
ま
た
数
知
れ
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
そ
の
一
会
が
喜
び
を

与
え
、
日
々
に
彩
り
を
与
え

て
い
く
よ
う
な
希
望
す
ら
抱

か
せ
た
。

場
で
『
焼
酎
祭
りin

北
九

州
』
を
初
開
催
。
炭
酸
割
り

（
焼
酎
ハ
イ
ボ
ー
ル
）
を
メ

イ
ン
に
提
案
し
て
い
る
。

　

全
国
蔵
め
ぐ
り
の
会
場
は

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
か
ら
徒
歩
10

分
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の

試
合
な
ど
が
行
わ
れ
る
ス
タ

ジ
ア
ム
。
そ
の
競
技
場
へ
と

向
か
う
相
当
広
い
通
路
に
、

今
回
は
蔵
元
25
社
が
出
展
。

日
本
酒
・
リ
キ
ュ
ー
ル
・
ワ

イ
ン
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ジ
ン
・

知
ら
れ
て
い
な
い
、
地
元
で

あ
っ
て
も
。
一
度
で
も
飲
ん

で
い
た
だ
け
る
機
会
に
な
っ

て
お
り
、
大
き
な
意
義
が
あ

る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

日
本
酒
の
蔵
元
は
「
杜
氏
が

代
わ
る
な
ど
で
酒
質
が
進
化

し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
消
費
者
の
人
の
方

が
多
い
。
今
を
知
っ
て
い
た

だ
く
う
え
で
、
継
続
し
出
展

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

も
語
っ
た
。

　

今
回
、
朝
倉
ブ
ラ
ン
ド
蒸

留
酒
商
品
な
ど
を
出
品
し
た

㈱
篠
崎
（
本
社
・
福
岡
県
朝

後
の
一
杯
は
こ
れ
、
と
求
め

る
参
加
者
が
少
な
く
な
か
っ

た
。

　

も
ち
米
を
用
い
「
乳
酸
発

酵
を
主
体
と
し
た
、
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
の
低
い
白
く
に

ご
っ
た
お
酒
。
味
わ
い
は
甘

酸
っ
ぱ
く
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ

う
な
風
味
と
、
リ
ン
ゴ
を
す

り
お
ろ
し
た
と
き
の
よ
う
な

香
り
が
す
る
。
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
代
わ
り
に
飲
ま
れ
る

こ
と
も
多
い
よ
う
。
豊
臣
秀

吉
が
愛
飲
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
、
博
多
町
衆
の
祝
い
酒
や

出
兵
の
際
の
戦
勝
祈
願
に
飲

㉕
酔
鯨
。

　

開
場
と
同
時
に
、
蔵
元
関

係
者
が
立
つ
ブ
ー
ス
へ
参
加

者
が
押
し
寄
せ
、
そ
の
波
は

閉
場
ま
で
引
く
こ
と
は
な

か
っ
た
。
開
催
時
間
内
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
余
す
こ
と
な
く
楽

し
み
た
い
と
の
熱
気
で
充
満

し
続
け
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
対
し
参
加

者
は
「
色
々
飲
め
て
楽
し

い
」「
こ
れ
だ
け
の
地
ウ
イ

ス
キ
ー
を
、
こ
ん
な
値
段
で

Experimental

は
実
験
的
と

い
う
意
。
同
蒸
溜
所
が
最
も

大
事
に
し
て
い
る
価
値
は

「THE QUEST FOR THE 
ORIGINAL

（
独
創
性
の
追

求
）」
で
、
目
指
す
酒
質
へ

の
挑
戦
を
続
け
る
決
意
を
表

明
し
て
い
る
。

　

特
異
な
酒
質
で
人
気
を
集

め
た
出
品
酒
に
、
創
業
元
禄

12
年
（
１
６
９
９
）
若
竹
屋

酒
造
場
（
福
岡
県
久
留
米
市

田
主
丸
町
、林
田
朋
子
代
表
）

の
『
博
多
練
酒
』（
は
か
た

ね
り
ざ
け
）
が
あ
っ
た
。
閉

会
間
際
に
駆
け
込
ん
で
、
最

　

倉
松
酒
販
は
地
酒
の
品
揃

え
、
販
売
促
進
を
誇
る
専
門

卸
。
北
九
州
エ
リ
ア
は
地
酒

販
売
・
地
酒
愛
飲
の
先
進
地

と
し
て
知
ら
れ
る
。
日
本
名

門
酒
会
支
部
卸
で
も
あ
り
、

フ
ァ
ン
が
集
う
「
友
の
会
」

な
ど
も
催
し
て
き
た
が
、
近

年
は
取
引
先
蔵
元
を
一
堂
に

紹
介
す
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

が
、
倉
松
社
長
に
も
ど
か

し
い
思
い
が
あ
る
の
も
事

実
。
イ
ベ
ン
ト
の
盛
況
と
年

間
を
通
じ
た
酒
類
消
費
の
様

子
が
大
き
く
か
け
離
れ
、
そ

の
溝
が
な
か
な
か
埋
ま
り
そ

う
に
な
い
か
ら
だ
。「
そ
れ

で
も
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ

き
っ
か
け
と
な
る
活
動
を
や

め
た
く
は
な
い
」。

　

今
回
参
加
６
０
０
人
の

内
訳
は
70
％
一
般
消
費
者
、

30
％
飲
食
店
・
酒
販
店
と
見

て
い
る
。
飲
食
店
や
酒
販
店

が
販
促
に
動
き
、
消
費
者
の

関
心
と
交
わ
れ
ば
実
需
浮
揚

の
契
機
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
【
福
岡
】
日
本
酒
は
も
と
よ
り
、
ワ

イ
ン
や
ウ
イ
ス
キ
ー
、ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
ま
で
。
酒
の
愉
し
さ
を
放
射
す
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
『
全
国
蔵
め
ぐ
り 

2025 in 

北
九
州
』
が
５
月
18
日
13
～

16
時
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
ミ
ク

ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
北
九
州
で

あ
っ
た
。
地
元
の
酒
類
卸
、
倉
松
酒

販（
北
九
州
市
若
松
区
、倉
松
聰
社
長
）

が
企
画
す
る
も
の
で
、
参
加
費
前
売

３
０
０
０
円
・
当
日
４
０
０
０
円
（
税

込
）
で
出
品
酒
を
存
分
に
試
せ
る
。

同
ス
タ
ジ
ア
ム
で
３
回
目
。
限
定
約

６
０
０
人
定
員
い
っ
ぱ
い
の
参
加
で

ご
っ
た
返
し
た
。
今
回
も
酒
販
店
の

独
占
入
場
時
間
を
設
け
た
。
酒
類
卸

売
業
な
ら
で
は
造
り
手
と
、
酒
販

店
・
飲
食
店
な
ど
売
り
手
を
つ
な
ぎ
、

さ
ら
に
一
般
消
費
者
へ
の
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
で
需
要
喚
起
を
試
み
る
。

　
【
長
崎
】
県
随
一
の
繁
華
街
、
長
崎
市
思
案
橋
界
わ
い
の
飲
食
店
を
め
ぐ
る
イ
ベ
ン

ト
『
吞
み
さ
る
くNAGASAKI 2025

』（
以
下
吞
み
さ
る
く
）
が
５
月
18
日
11
時
30
分

～
18
時
30
分
開
催
さ
れ
た
。
吞
み
さ
る
く
は
、
呑
み
歩
き
回
る
の
意
。
一
般
社
団
法
人

「
長
崎
県
飲
食
観
光
業
盛
り
上
げ
隊
」（
以
下
盛
り
上
げ
隊
、
事
務
所
・
長
崎
市
、
渡
部

孝
代
表
理
事
＝
ニ
ク
ヨ
シ
、大
場
信
之
専
務
理
事
＝
富
士
見
町
大
場
酒
店
）
が
主
催
〈
特

別
協
力
＝
Ｎ
Ｉ
Ｂ
長
崎
国
際
テ
レ
ビ
〉
し
た
も
の
で
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
。
県
内
の

蔵
元
と
飲
食
店
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
参
加
者
を
長
崎
美
酒
美
食
で
も
て
な
し
た
。

長
崎
美
酒
美
食
、
体
感

長
崎
県
飲
食
観
光
業

盛
り
上
げ
隊
が
主
催『
吞
み
さ
る
くNAGASAKI

』

〝
納
め
〟
業
者
が
連
携
、飲
食
店
と
コ
ラ
ボ

長
崎
市
思
案
橋
界
わ
い
の
飲
食
店
11
店

と
、
長
崎
県
内
の
蔵
元
11
社
が
タ
ッ
グ
を

組
み
参
加
者
を
も
て
な
し
た
。「
鮨
た
か

尾
」（
長
崎
市
本
石
灰
町
）
は
杵
の
川
（
き

の
か
わ
）
と
タ
ッ
グ
。
純
米
杵
の
川
×
江

戸
前
鮨
握
り
２
貫
（
税
込
２
５
０
０
円
）

の
特
別
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

大島酒造×隠れんばぁ「磨き大島×はつか大
根味噌漬け・からすみ大根・鶏の照り焼き山
椒」

愉
し
さ
〝
百
花
繚
乱
〟

倉
松
酒
販『
全
国
蔵
め
ぐ
り
in
北
九
州
』

日本酒、ワイン、ウイスキー、クラフトビール…。蔵元出展ブースをめぐるたびに感動が。会場
はサッカーＪリーグの試合などが行われるスタジアム

重家酒造×大衆酒場ひびき「2025 新酒搾りたて特別限定酒 純米大吟醸
よこやま princess Michiko ×ピチピチ 雲丹イクラ丼」㊤、人気店の空き
待ちで長蛇の列も


